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Ⅰ．経営発達支援事業の目標と方針（2023.4.1～2028.3.31 ５ヶ年計画） 

   

大崎市内の支援機関や地域金融機関と更なる連携を強化し、中小企業（小規模事業者）の持続的な発展を第一の目的とし、小規模事業者が抱える問題、課題を深く掘り下げるとともに経営環境や経営資源を整理し、消費者

ニーズとＩＴ化、ＤＸ化を推し進める。また、それらを活用した事業計画の策定を支援し、販路拡大や売上拡大を目指すことを目的に支援を行う。併せて、創業及び事業承継、地域資源を活用した商品を持つ事業者の販路開

拓を進め、チーム支援の支援力を強化することにより、経営者の自己変革力、潜在力を引き出し、経営力を強化・再構築する「経営力再構築伴走支援」にて本計画の期間における経営力の向上を図る。 

 

Ⅱ．事業評価委員会の開催 

  経営発達支援事業を進めるにあたり、事業の妥当性、公平性、適正性を確保するため事業評価委員会（3 団体合同による）を組織し、支援者側、支援を受ける側、学識経験者、専門家を一同に介し、毎年度、経営発達支援事業につ

いて評価し、次年度の経営計画発達事業計画の改善提案、評価内容を検討する。※評価委員は計 8名 

 

令和５年度 事業評価委員会 １回開催（3月予定）  

                                        

委員会（事項：事業報告、評価） 

１、日 時 令和６年３月 

  ２、場 所 古川商工会議所 

   ３、審議事項 （１）令和 5年度事業実施内容及び事業評価について 

          （２）次年度の事業取組内容の見直しについて 

 

 

 

Ⅲ．本調査対象期間 

令和５年４月１日から令和 10年３月３１日まで（5年間） 

 

Ⅳ．評価方法 

Ａ：目標を達成することができた。（１００％以上）：４点  

Ｂ：目標を概ね達成することができた。（８０％～９９％）：３点 

Ｃ：目標を半分程度しか達成することができなかった。（３０％～７９％）：２点 

Ｄ：目標をほとんど達成することができなかった。（３０％未満）：１点 

 

※各カテゴリの評価については、実施評価合計数をポイント化し、各カテゴリ項目数×４点を上限値として除し算出。 
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Ⅴ．経営発達支援事業実施内容及び評価について 

 総合評価 

項  目（カテゴリ） 評 価 総 評 
Ⅰ．経営発達支援事業の内容  

 
３.地域の経済動向調査に関すること 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

地域の経済動向調査に関することは、3 団体合同により実施したことや大崎市の協力もあり、効率的かつスムーズ事業を遂行で

き目標達成に至った。今後はビヨンドコロナにおける、消費者購買動向調査等を実施しながら、小規模事業者の各個社支援に活

かすため、各調査結果を十分に活用しながら職員間で情報の共有化と資質向上を図り、今後の経営計画策定及び個社支援を進め

ていく 

４．需要動向調査に関すること 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

需要動向調査に関することについて、3団体合同主催により、「大崎市 職と食の“手しごと”展 2023」をアエル（仙台市）で

開催した。目標数値については、担当者による打ち合わせを適宜行うことで、出展者募集から当日の運営までスムーズに行う事

ができた。出展者からのコメントでは「大都市でのリアルに周知できることは、ネット販売・周知と違ったメリットがある」と

高評価を頂いた。また、仙台圏での消費者ニーズの把握を行うことができたことにより、事業者支援の事業計画策定支援等にお

いての有益な情報として活用を図っていく。 

５．経営状況の分析に関すること 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

経営状況の分析に関することについて、経営分析に関する研修会を開催した。事業計画策定を進めるため各種補助金等の申請を

行う為の各セミナー及び個別相談会（よろず支援含む）も行った。周知方法として郵送案内と巡回訪問による案内を行うことで、

参加者の参加誘因を図り進めた。分析ツールとしては、「ＢＩＺミル」や「ロカベン」等を活用している。今後は、ＤＸ化、人手

不足、賃上げ及びビヨンドコロナに対応するため、小規模事業所とのこれまで以上に信頼関係を築き、財務状況と併せて定性面

のリアリングも行い、経営分析に繋げたい。 

６．事業計画の策定支援に関すること 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業計画策定支援に関することについて、全項目で目標を達成または目標値に近い実施状況となった。事業計画策定事業者数に

ついては、主に大崎市の支援施策や事業再構築補助金等の各種補助制度活用によるものと金融支援、創業計画書策定数について

は、おおさきチャレンジ創業応援補助金の補助金制度活用や宮城県スタートアップ加速化事業活用によるものとなっている。更

に小規模事業者に対する巡回訪問及び窓口支援を通して、事業計画策定の必要性を説きながら積極的に提案支援を行うとともに、

併せて各関係機関との連携による創業者、創業予定者へのアプローチを行いながら事業計画策定支援を進めていく。 

７．事業計画策定後の実施支援に関すること 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

事業計画策定後の実施支援に関することについて、フォローアップ事業所数は目標数値を達成できたが、フォロー回数は 62％に

とどまった。今後、更に経営指導員等による計画的巡回訪問、窓口指導を強化するとともにビヨンドコロナにおける経営状況の

把握を行い、策定した事業計画の進捗状況等のフォローアップを行いながら、新たな問題、課題の抽出について、関係機関及び

専門家等との連携により、課題解決のための支援を進める。 

８．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

新たな需要の開拓に寄与する事業に関することについて、新型コロナウイルス感染症の影響等により開催中止等により、需要開拓に関する

事業については全体的に低調でなった。新年度に向けＨＰツールグーペを活用した小規模事業者の販路拡大に関する支援について、更なる

巡回等による情報提供を行いながら浸透を図り、事業者に合わせたＤＸを取り入れＩＴ等を活用した販路拡大支援の強化を図っていく。 

Ⅱ．経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組み 
 

 
１０．経営指導員等の資質向上等に関すること 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

経営指導員等の資質向上等に関することについて、支援機関としてのスキルや支援ノウハウを高めるため、県連等が主催する研修会へ積極

的に参加を行い、経営支援スキルの向上に努めた。特に経験年数の浅い職員に対して組織としてＯＪＴを行い経営支援スキルの底上げを進

めた。また、定例会及び経営支援会議等を開催し、各種情報、支援ノウハウの共有を図り経営支援能力の向上を図った。 

総 合 評 価 Ｂ  

 


